


熊本市　　　　　

長崎市

阿蘇市

大分市

福岡市

佐賀市

北九州市

日田市

中津市

0 50km
主要河川
標高100ｍ
標高400ｍ
標高1000ｍ





2次調査区（本報告）

1次Ｃ区

1次Ａ区

1次Ｂ区

2次調査区（本報告）

1次Ｃ区

1次Ａ区

1次Ｂ区

0 1ｍ



1

2

3
4

5

6

7

8
9

10

11

12

13
14

15

16

1

2

3
4

5

6

7

8
9

10

11

12

13
14

15

16

　１．日田条里遺跡
　２．大波羅遺跡
　３．薬師堂山古墳
　４．丸尾神社古墳
　５．赤迫遺跡
　６．丸尾古墳
　７．会所宮遺跡
　８．会所山遺跡
　９．鳥羽塚古墳
１０．会所山古墳
１１．田島古墳
１２．元宮遺跡
１３．法恩寺山古墳群
１４．上井手遺跡
１５．柳ノ本遺跡
１６．入龍遺跡 
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黒：現況地形図
青：工事計画
赤：発掘調査区



91.75ｍ

91.25ｍ

91.25ｍ

Y=
-5

12
0

X= 35070

X= 35090

X= 35110

1区

2区

3区

4区

1溝

2土 1土

1土

1土 2土

3土 4土

5土

1溝

1竪

1土

2土

3土

1溝

0 10ｍ

試掘トレンチ



L=92.00m  

L=92.00m  

1
23

4

1　淡灰褐色粘質土　炭極少量混
2　灰褐色砂質土　炭混
3　灰褐色粘質土　炭極少量混
4　灰褐色砂質土　炭少量混
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1　耕作土
2　近年の盛土
3　平成7年以前の耕作土
4　淡灰赤褐色粘質土
5　淡灰褐色砂層　細砂
6　淡灰褐色粘質土　やや砂質
7　赤褐色砂礫層　礫は小石
8　淡灰赤褐色粘質土　やや砂混
9　赤褐色粘質土　黒色ブロック混(地山)
10　赤灰褐色粘質土(地山)
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1　白橙色粘質土（水田化時の基盤土）
2　暗灰橙色粘質土　わずかに砂混
3　暗灰褐色粘質土　わずかに砂混
4　暗灰褐色粘質土砂質ブロック混
5　暗灰色粘質土
6　灰褐色砂礫層
7　砂層互層
8　暗灰粘質土シルト
9　暗灰粘質土シルト　白色粘質土ブロック混
10　白灰褐色粘質土（地山）
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1　暗灰色粘質土
2　暗灰色砂層
3　暗灰色砂層と灰褐色粘質シルトの互層
4　灰褐色粘質シルト
5　暗灰褐色砂礫層
6　青灰色砂層　上層は鉄分沈殿
7　灰褐色砂礫層
8　白灰褐色粘質土(地山)
9　黒灰色粘質土(地山)
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竪穴建物

3区 1号土坑

4区 1号土坑

4区 2号土坑

2区 1号溝状遺構

1区 1号溝状遺構
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第9図　出土遺物実測図②（1/4、1/2、2/3）
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4 区 1 号溝状遺構

6・8　1区 1号溝状遺構

 7　　2区 1号溝状遺構

 9　　4区 1号溝状遺構

10　　4区 1号土坑

予備調査時





口径 底径 器高 外面 底部外面 内面 外面 内面

2区1竪P9 弥生土器 甕 （3.0） 不明 不明
やや
不良

淡橙褐色 淡橙褐色

2区1竪P9 弥生土器 甕 （1.8） ナデ 不明 良 淡橙褐色 淡橙褐色

2区1竪P9 弥生土器 甕 （1.6） 不明 ナデ 良 淡褐色 淡褐色

2区1竪中
央土坑

弥生土器 甕 （2.9） ナデ ナデ 良 淡褐色 淡褐色

2区1竪P16 弥生土器 甕 （1.6） ナデ 不明 良 赤褐色 赤褐色 2次被熱か。

2区1竪P13 弥生土器 器台 （7.6） （6.0）
ナデ？、指オ

サエ
ナデ？ 良 にぶい橙色 にぶい橙色

内面にシボリ痕あ
り

2区1竪P10 弥生土器 器台 （7.4） 不明 不明 良 淡橙褐色 淡橙褐色

2区1竪P9 弥生土器 器台 （4.0） 指オサエ？ 不明 良 暗褐色 暗褐色

1区1土-1 弥生土器 壺 （4.3） ハケメ ナデ ナデ 良 橙色 明褐色
内外面とも摩滅の
ため調整不明瞭

2区1土、2
区1土-1、
2区3土

弥生土器 甕 （38.2）
平行タタキ、

ナデ
指オサエ後ナデ

（工具痕）
良 灰白色 にぶい橙色

2区1土、2
区1土-2

弥生土器 壺 （17.8） ハケメ、ナデ ナデ
指オサエ、ナデ

（工具痕）
良 にぶい橙色 にぶい橙色

打ち欠き、外面に
黒斑あり

3区1土-1 弥生土器 甕 （20.8） （23.4）
平行タタキ、

ミガキ
ハケメ 良 にぶい黄橙色 にぶい橙色

体部外面にスス付
着

4区1土-1 弥生土器 甕 （10.7） ハケメ、ナデ ナデ ハケメ後ナデ 良 明赤褐色 暗赤褐色
底部は接合面で欠
け、接合前にハケ
メを施す

4区1土-2 弥生土器 甕 （8.2） ハケメ ナデ 指オサエ、ナデ 良 にぶい赤褐色 黒褐色 外面にスス付着

4区2土 弥生土器 台付甕 （7.8） （9.5） ハケメ？ ヘラケズリ？ 良 淡褐色 暗褐色～褐色

4区2土 弥生土器 甕 （5.8） （2.3） 不明 不明 不明 良 橙褐色 黄褐色

1区1溝 弥生土器 甕 （2.5） 不明 ナデ 良 淡褐色 淡褐色

1区1溝 弥生土器 壺 （3.3） 不明 不明 良 褐色 淡橙褐色

1区1溝 弥生土器 壺 （5.5） ナデ ナデ 良 淡褐色 淡褐色
広口壺か。体部と
の接合部で破損。

2区1溝 弥生土器 甕 （1.5） 不明 不明 良 赤褐色 赤褐色 2次被熱か。

2区1溝 弥生土器 甕 （1.7） 不明 ナデ 良 白褐色 白褐色

2区1溝 弥生土器 壺 （3.2） 不明 不明 良 暗褐色 淡褐色

2区1溝 弥生土器 甕 （7.3） （5.8） 不明 不明 不明 良 赤褐色 黒褐色 外面は2次被熱か。

2区1溝 弥生土器 甕 （6.8） （3.5） 不明 不明 不明 良 赤褐色 暗褐色 外面は2次被熱か。

2区1溝-2 土師器 甕 （15.3） ナデ（工具
痕）

ケズリ 良 灰白色 黄灰色

2区1溝 土師器 甕 （8.5） ハケメ、ナデ ケズリ 良 淡褐色 黒褐色

2区1溝-1 須恵器 坏蓋 （12.4）
回転ナデ、手
持ちヘラケズ

リ
回転ナデ 良 暗灰色 暗灰色

2区1溝 須恵器 坏身 （12.3） （3.5）
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ 良 暗灰色 暗灰色
受部最大径：15.0
㎝

2区1溝 須恵器 ？ （6.3）
回転ナデ、回

転ケズリ
回転ナデ 良 暗灰色 暗灰色

4区1溝 弥生土器 甕 （3.8） ナデ 不明 良 淡黒褐色 淡褐色

4区1溝 弥生土器 甕 （6.4） （4.4） 不明 不明 不明 良 淡褐色 淡黒褐色

4区1溝 土師器 甕 （2.9） ナデ ナデ 良 淡黒褐色 淡褐色

試掘
弥生土器 甕 （15.0） （32.5）

平行タタキ、
ハケメ、ナデ

ハケメ 良 にぶい橙色 にぶい橙色
体部外面にスス付
着

試掘1トレ
1土

弥生土器 甕 （24.8） （28.3） ハケメ、ナデ
ハケメ、指オサ

エ
良 明赤褐色 明赤褐色

体部外面にスス付
着

色　調
備　考

法量の単位は㎝。（）書きは、残存と復原を表す。

胎土：Ａ角閃石　Ｂ石英　Ｃ長石　Ｄ赤色粒子　Ｅ白色粒子　Ｆ黒色粒子　Ｇ雲母　Ｈ砂粒　　

第1表　出土土器観察表

挿図
番号

遺構名 種別 器種
法　　量 調　整

胎　土 焼成

挿図番号 実測番号 遺構名 器種 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 備考

1区1溝 打製石斧 安山岩

2区1溝 打製石斧 安山岩 （7.75） （5.90） （0.95）

1区1溝 二次加工剥片 黒曜石

4区1溝 スクレイパー？ 安山岩

4区1土 剥片？ チャート？

第2表　出土石器観察表

※単位は㎝、g。（）は現存長
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要　約

　会所宮遺跡は、これまでに道路建設に伴う発掘調査で弥生時代の集落や古代～中世の溝・柵列など
が確認されている。
　今回の調査地は弥生時代中期前半代の円形住居跡が確認された1次C区の東にあたり、水田基盤土直
下で竪穴建物・土坑・溝状遺構・ピットが確認された。竪穴建物は大きく削平を受けて柱穴と中央土
坑のみの残存であるが、C区と同様に円形の建物と考えられる。土坑では特に4区で確認された3基が平
面・深さとも規模が大きく、埋土中に炭化物等は見られなかったものの、貯蔵穴の可能性が考えられ
る。溝状遺構はいずれも標高の高い調査区東側から低い西側に向かっており、埋土中に砂層が含まれ
ることから水流があったことがうかがえる。特に2・4区1号溝状遺構は、その規模や方向から、1次C区
1号溝につながるものと考えられ、円形竪穴建物と切合わないことから、同時に存在していたものと思
われる。
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